
 

令和元年度第２回かごしまコンパクトなまちづくりプラン推進協議会 会議記録【概要】 

会議の名称 令和元年度第２回かごしまコンパクトなまちづくりプラン推進協議会 

開 催 日 時 令和元年１０月１７日（木） １０時００分～１１時３０分 

開 催 場 所 鹿児島市役所 本館２階 特別会議室 

出 席 者 

（委 員） 

 

（事務局） 

委員１０名（うち１名代理出席）、欠席４名、事務局 

石塚会長、河原委員、齋田委員、志賀委員、小山委員、永山委員、岩崎委員（代理）、 

脇野委員、井多原委員、松山委員 

福留都市計画部長、阿部都市計画部参事(都市計画課長)、 

山中都市計画課主幹、その他都市計画課職員 

傍 聴 者 数 ３名（報道関係者２名、随行者１名） 

事 務 局 鹿児島市 建設局 都市計画部 都市計画課 

会 次 第 

１ 開 会 

２ 報告事項 

 （１）プランの一部変更原案等について 

 （２）平成３０年度 推進協議会での意見に対する対応方針 

３ 議 事 

 （１）住宅及び誘導施設の立地動向等について 

 （２）誘導施策の進捗状況について 

４ 閉 会 

 

主な意見等 

○ 誘導施設に位置付けることでメリットがあるのか。 

⇒ 公共施設についても集約を図るという明確な方針を示すことができる点 

 や、施設によっては、整備費の補助が受けられる点などである。 

○ 分譲住宅と賃貸住宅では、居住者の構成や居住期間等が異なることから、別々

に立地動向を把握してみてはどうか。 

○ 年度ごとに施策の評価を行うことについては理解したが、施策を行うことに

よって、コンパクトなまちづくりがどの程度進んだかが分かるＫＰＩのよう

な指標についても、今後、検討していただきたい。 

○ 施策の進捗状況等について、公共交通ビジョンに関する内容も情報提供して

いただきたい。 

 
 


